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馬祐政編『武士道叢書』中〔博文館 一九〇九〕所収）・『武教小 講義』（廣瀬豊命名。同篇『山鹿素行兵学全集』〔教材社、一九四四〕四・五 所収 、近年では秋山一實氏によって弘前市立弘前図書館蔵『武教小学師弁書』（『日本学研究』一五、二〇一二） 『武教小学弁解』（同前 七 二〇 四）等が紹介されてきた。一方『武教本論』の






















































ノ自序ニハ然トモ 知ラ 其ノ枝 ズル故 、兵要沉淪、本末差別 テ一貫セザル 甚ダシク歎息スベシト宣ヘリ。兵法ヲ学ブ者ハ其ノ本ヲ学ビ、勤メテ大道ニ原カザレハ 権謀詐偽ニ陥リ、却ツテ不義タリ。不仁ヲ行フノ一助トナル故ニ先生甚ダ戒メ玉ヘル処ナリ。治世ニ至テハ其ノ末流久シクシテ愈ヨ其ノ」（一オ）伝ノ本志ヲ失ハンコ ヲ憂ヒテ 此 論 作レ 。此 一句、此ノ序中 序ニシテ千万ノ教戒ヲ含ルノ外ハ、
























△専ラ闘戦詐術ヲ論ジテ、神武ヲ去ルコト甚ダ遠キト 、専ハ純一ナリ。闘争戦陣ノ事ヲ述ベ、詭道詐術ヲ以テ兵法ノ本意ノ如ク論説スルガ故ニ、神武ヲ去ルコ 甚ダ遠シ 神武 易ノ神武ヲ云ナリ。△故 兵家流ニ陥 ハ、
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法ヲ説テ一旦 譭誉ニ拘リ、他家 善悪ヲ争フガ如キハ、取材ス 所無シ。孟子 所謂天下ノ広居 居リ 天下ノ正位ニ立チ 天下 大道ヲ行フ。志 得レバ民ト之レニ由リ 志ヲ得ザレバ独 其ノ道ヲ行フ、是レ言フ者ナリ。後学ノ志ナリ。△上刑 説、尤モ由有ランヤ ハ、上刑ハ
書経ノ呂刑ノ文字ナリ。上刑下刑有リ。孟子曰ク、故ニ















リ、治平皆ナ武門ニ出ルナリ。△其ノ武タルヤトハ、治平 門ニ出ル処 武ヲ指シ △文教ヲ並ビ兼ネト 、
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武ノ一偏ニ非ズシテ、文教ヲ並ベ兼備セルトナリ。△故ニ武ヨリ一家ノ説有リトハ、故ハ国家ノ治平近ク武門ニ出ヅル処ニ治国平天下ノ大業ノ神武ニシテ文教ヲ兼備シ、乃チ武、乃チ文ノ武文タ 。夫レ ニ武自ズカラ一家ノ説有リト。上ヲ受テ、夫レ故此ノ如キト云フノ故ノ字ナリ。
武自一家ノ説トハ、自然ト武門繁栄ニシテ武ヲ以テ最一





△此ノ章、武ノ所以ヲ論ゼリ 夫レ ハ何ゾ。勇ノ由 所ナリ。文ハ徳ヲ以テシ、武ハ勇ヲ以テス 是レ武 全体ナリ。人ニ於ケル勇気ハ肺金ノ司 ナ 。武ハ元ト天ノ義気殺伐、時ニ於テ秋トナリ、肺金モ亦タ秋ニ旺ン シテ、是レ武者勇ノ相固ヨ 所以ナリ。人トシテ勇無キ時ハ戴割断別何ヲ以テセンヤ、況ヤ武人 ヤ。未ダ勇無クンバ○（有）ラズ。 教 従ヒテ学バザレバ則チ猛ニ乱ニ其ノ害
是レ多シトハ、兵法武学ヲ致ス者、有道ニ附テ正シ。師
ヲ撰ビテ神武ノ大道ニ原カザ トキ 、猛ニ乱ニ其ノ害是レ多キナリ。有道ニ附キ 正シカラザルノ害ヲ云フ 猛ニトハ猛ハタケシ 猛獣ノ一偏ニ猛キカ如ク、暴虎馮河ニシテ夫子 悪ミ玉フ処ナリ。有道ニ就キテ其ノ本原ヲ尋ネ、大道ニ遇ハザルトキハ、多分此 如 ナリ。 、勇ハ武 ノ本トスル処ニ 其ノ教戒道 正サザルトキハ 必ズ乱ル。論語ニ曰ク 勇ニシテ礼無キトキハ乱ズ 又タ曰ク 有リテ義無キト 乱タリ 。蒙引ニ曰ク、乱 所謂上ヲ犯乱ヲ作スナリ。残害不仁 勇有 テ教ヘヲ受ケザルト ハ 其ノ害多 △其 害
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史学提要ニ曰ク、天地未ダ分レズ、惟レ一気ノミ。一気渾沌トシテ形チ鶏子ノ如シ。既ニ判ケテ両儀ノ位ヲ奠メ、陽ハ清テ天トナリ、陰ハ濁リテ地トナル。人其ノ中ニ生マル ○朱子ノ曰ク、天ハ陽ナリ、至健ヲ以テ上ニ ス。地ハ陰ナリ。至須ヲ以テ下ニ位ス。○先生曰ク、天地ハ引用ノ大形ナリ。△天地 間トハ天地ノ両間 サシテ云フナリ。△理気ヲ合ス ハ、理気 天地ノ天地タ 所 謂フ 此ノ理有ルトキハ此 気有リ、天地ハ元ト生々息無クヲ必トス。其ノ気タルコト天地ノ間ニ塞リ、其ノ気タル 條理有リテ賦カズ 云フ処ナク、其ノ理気妙合シ形ヲ生ズ。○先生語類〈四十三、聖学十一巻〉 妙合 義 委 弁ゼリ。 ヲ天ニ受ケテ形ヲ地ニ禀ケ、理気混同シテ隔テ無シ。○朱子ノ曰ク、天地ノ気 両 テ人物ノ資ケ以テ体ヲ為ス所ノ者ナリト云フ、是ナリ △而シテ其ノ形ヲ生ズル 、天地ノ間、理気妙合シテ其 形ヲ 々スルナリ。万物気ヲ天ニ禀ケ ヲ地ニ生ズ易ニ彖曰ク、大ナルカ 、乾元万物資リテ始ム、品物形ヲ流レ至ルカナ。坤元万物資テ生ズ、品物咸ク亨ルト云フ是ナリ○朱子曰ク、理ト気ト合フ故ニ能ク形ヲ成ス 云ヘ
リ。△其ノ用ヲ成ス者甚ダ多シトハ、此ノ形ヲ生ズルト
キハ此ノ用有リ。理気一タビ合 テ此ノ形ヲ生シ 此ノ形ヲ生ズルトキハ 物各 其ノ用有 易 註疏 天 体ハ徒ヲ以テ用ト為スト言フガ如シ、甚ダ多シト 、品物衆多 フ心」（四ウ） リ 必竟陰陽上下 間ニ理形用
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△故トハ上ヲ受ケ下ヲ起ス 言 仰ギテ ヲ観、俯シテ地ヲ察シト 、易ノ係辞上篇ニ曰ク 仰テ以テ天文ヲ観、
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俯シテ以テ地理ヲ察ス。又タ下篇ニ曰ク、象ヲ天ニ観、法
ヲ地ニ観ルト云ヘリ。故ニ人トシテ天ニ日月星辰昼夜陰










△中庸二十二章ニ曰ク、以テ天地 化育 賛ズルベクンバ、則チ 天地ト参 ベシ。夫レ人 天地ノ小天地本ト天地ノ正気ヲ受ケ得ル故ニ頭ノ円ハ ニ象リ、 足ノ方ナルハ ニ形 、 両眼ハ日月ニ比
ヒ
シ、 百会ハ北辰ニ法リ、
鼻ハ山ニ等リ、毛髪ハ草木ニ准シ、便尿ハ江河 同ジク、五臓ハ五行ニ応ズ。是レ天地 同気同徳ノ験ナリ。○朱子ノ曰ク、参トハ天地ト並ビ立チテ三ト為ルヲ謂フナリト云ヘル 上 所謂ル粋正 ル 故ナリ 偏 生気ヲ受ル者ハ鳥獣虫魚ニシテ、頭ノ横 着 俯キ 行フ故ニ、横生 云フ 塞グル気ヲ稟 生ズル物ハ、草木 生
ナ
リ非






△質トハ生マレ得ル処ノ質ナリ。○朱子ノ曰ク、其ノ気質ノ禀タ コト、或ハ斉フコト能ハズト云ヘルガ如シ。禀クル処ノ質ニ、又タ男女強弱有ルナリ。△男女強弱有リ ハ 易ノ係辞上ニ曰ク、乾道男 成リ、坤道女ト成ル。○先生ノ曰ク、理気交感シテ、万物生ズ、其ノ間陽ニ根ザスハ（○男ト リ）陰ニ根ザスハ女 ナルト云ヘリ。其ノ理気始合 過不及清濁ニ依テ、剛強柔弱ノ斉シカラザル有
ルナリ。賢愚モ別レルナリ。皆ナ禀クル処ノ質ニ在ル










△其ノ志、厚薄ノ差有リト雖モト 、其ノ志 処、人人厚 薄キノ差別有ト云ヘドモトナリ。△人トシ 道ニ由ラザルトキトハ 人タル者、道ニ由ラザルトキハ、日用常行
何レヲカ歩ミ、何レノ処ヲカ行ハン。△人道殆ンド絶ユ
トハ、人道トハ人ノ ノ道ナリ。殆 近ナリ 危ナリ。未ダ顛仆セザレドモ逼リ近ヅケルヲ云フ。 ノ人タ
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制トナルト 、億ハ十万ヲ億ト曰フ 十億ヲ兆ト曰フ。右ノ数ナリ。詩ニ禾三百億兮、鄭玄ガ註 十万ヲ億ト曰フ。孔頴達註ニ万々ヲ億ト曰フ。秦 時、始メテ万々ヲ以テ億 ナル 、君師ハ君トシ師トシテ 万々ノ億兆ニ法制







































































△内能ク誠ナルトキハ、外自ラ其ノ形用ニ顕ハル ハ、人 者 性心内ニ誠ナルトキハ、自然ニ其ノ形客誠ニシテ、其ノ用所ハ実ナリ。内ニ誠ニ非ズシテ、一旦外貌、 有 ニ相似ル者有ルト云ヘドモ、久シカラズシテ変ズベシ。内ニ誠ナルトキハ、一旦外貌 ナ ザル 相似 者有リト云ヘドモ 久シクシテ自然ニ誠ノ形用顕レ ト云コ
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△其ノ間、唯ダ水火ノ用ニシテトハ、其ノ間ハ已ムコトヲ
得ズ須環スルノ間ナリ。唯ダ水火ノ用ト云、此ノ語甚ダ
























△古今ヲ考ヘテトハ、聖人古往今来ヲ考量シテ△損 ハブキ、益トマシテ、其 事物ノ程能キヲ計 定メラルヽコト過不及ノ差ヒナシ、論語為政ノ篇ニ子曰ク、殷ハ夏ノ礼ニ因ル、損益スル所知ルベキナリ。周ハ殷ノ礼ニ因 、損益スル所知ルベキナリ 云ヘリ。△昼夜ヲ以 守休 為
シトハ、昼ハ人以テ業ヲ勤メ守リ行フ、夜ハ人以テ業ヲ












ハ、三略ニ曰ク、夫レ聖人君子、盛衰ノ源ヲ明ラカニシ、成敗 端ニ通ズ 成ハ事物ノ成就ス ナリ。敗ハ事物ノ敗壊スヘキナリ 用捨ノ二機、是レ 糾 スル 天ノ時ヲ用ヒ コト、時ニ非ズト云コト無シ。君子其



















△聖人俯シテ地理ヲ察ストハ、前ニ仰俯ノ義ヲ出セリ。爰ニ云フ 地理ヲ鑑察シテ、制度」（一〇ウ） 正セ ヲ
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云フナリ。△国郡ヲ制シトハ、国ハ国々ナリ、郡ハ一国中
ニ郡ノ分カチ有ルナリ。国ハ郡国通シテ称スルナリ。周
礼ノ秋官ニ九列ノ外ヲ家国ト謂フ。郡 群ナリ、人ノ群集スル所ナリ。周制ニ天子ハ地方千里分カチテ四縣タリ、縣モ四郡有リ。 聖人皆ナ之レヲ制シ、 其ノ宜キニ
称カナワ













△人物ハ天地ノ有トハ 人 人倫、物ハ万物。天地ノ有ハ、天地 両間ノ中ニ有在スル用物 △天地 万物ノ父母トハ書経ニ出ヅ。万物ノ為■、天地ハ父母ナリ。生々息マザ 故ニ父母
 
 





























































 故に其の間に皇極を建て、億兆の民をして天地の準縄 復して、天倫 叙でに惇からしむるなり。
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テ万民ヲシテ天地自然ノ制度」（一三ウ）ニ従ヒ人ノ本元ニ帰復セシ ルナリ。△天倫ノ叙デニ惇カラシムルナリトハ、天倫ハ天命自然 倫序ナリ。叙ハ次序ナリ。君臣父子夫婦兄弟朋友ノ自然親義別序信 有ルナリ。是レヲ天倫ノ叙ト云フナリ。惇厚トアツク五倫 道ヲ行 ムルナリ。皐陶謨曰ク、天ガ有典ヲ叙シ我ガ五典ヲ勅ス、五ツトモニ惇シカナト云ヘリ。註ニ叙ハ倫叙ナリ、惇ハ厚ナ
リ。君トシテ道ヲ以テ教ヘザレバ、則チ人禽獣ニ等シ。




















ルガ故ニ日々ヲ長シトシテ日ヲ送リカネルナリ。 祟ハ終ナリ。 堪ハタヘ忍ビヌナリ。 △遊宴ヲ設ケ田獵ヲ好ミトハ、燕席ヲ設クルナリ。田獵ハ二字トモニ、 リ △耽楽
ニ之レ従フトハ、書ノ無逸ノ語ナリ。註ニ耽ハ過ギテ楽













リ。△佞臣ハ又主職ヲ務メ下ノ情ニ通ゼザル 以テ暗 為スト 、明心宝鑑ニ曰ク、太公曰ク、国 治メ 佞臣ヲ用ヒズ、家 治メテ佞婦ヲ用ヒズ。漢書ニ曰ク、佞人事ヲ用ユレバ争臣」（一四ウ）口ヲ杜ヅ 六韜 曰ク 臣朋党 結ビ賢智ヲ蔽ヒ 明 障グ者有リ。孟子ニ孔子 似テ非ナ 者ヲ悪ム、佞ヲ悪ムハ其ノ義ヲ乱サンコトヲ恐ルレバナリ。三略ニ曰ク 佞臣上 在レバ一軍皆訟フ。其ノ ノ愚 キハ、佞臣 用ヒテ政道ヲ任セ、
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ミシト」（一五オ）ナリ。△古昔ハ大学ノ序ニ、古昔ノ隆シ時ト云フニ同ジ。△人倫ノ法トハ、人道ノ大法ナリ△五典ノ叙トハ五倫ノ叙 書経 文字ナリ。 民ハ各 職分ニ安ンジ 、大学 序ニ、職分ノ当サニ為スベキ所ト云フニ同ジ。臣 職ハ忠、子 職ハ孝ト云フ 類ナリ。△天地 順ヒテ、在天ニ対越ス 天地 至誠、万古不易生々ニシテ息マザルノ定 ニ従ヒ、天神越ニ
在ルニ対スル如ク万民ニ教化ヲ布クヲ云フナリ。詩清廟
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リ。知ラザル所ヲ悟ルナリ。△唯ダ書ヲ読ムノミニアラズ
トハ、学問多クハ読書ヲ以テ学トシ只ダ博識多文ヲ以テ






△此ノ章ハ前ノ知ノ字ノ釈ナリ。知トハ我ガ知識ヲ明白ナラシムルナリ。其ノ知ヲ明カナラシムル者ハ学ナリ。若シ学ンデ知明ニナラズンバ却テ惑フナリ。論語陽貨篇ニ曰ク、知 好ミテ学ヲ好マザルハ其ノ蔽ヤ蕩ナリ。朱註ニ曰ク、惟レ学ヲ以テ其 理ヲ明ニスレバ大 タリ。学ヲ好
マザルトキハ隠ヲ索ムルノ知ニシテ其ノ当サニ窮ムベカ





此ノ章前ノ行 字ノ釈ナリ。行 ハ我ガ学知スル処ヲ直チニ行フ 。学知スル処、皆 日用当行 間 行ハ ンバ虚学ナリ。学知何ノ用ヲカ成サン。聖人君子ノ嘉言善行
ヲ学ビ知ルハ、今日身ヲ修メ行ヒ正シカラズンバ無益ナ
リ。然ルニ惟ダ口ニ誦シ心 知 ノミナルトキ、博識 ナク、広才施ス処ナシ。身ニ行ヒ、実ニ ヒズンバ其ノ蔽却テ禽獣 近カルベシ。
 
 此の三事を極めんと欲せば則ち亦三資あり。曰く師、曰く友、曰く臣なり。師を以て其の邪路を正し、友を以て其の

















△警戒ハ曰ク心トハ、 是レヨリ警シテ慎シムベキノ目次ヲ一一ニ云ヒ立ツル故ニ曰クト云フナリ。 第一 心ヨリ身、家、国、天下ナリ。心ヲ誠ニシ戒ム 心ノ警戒ナリ。身
ハ身ヲ修メ、家ハ家ヲ斉ヘ、国ハ国ヲ治メ、天下ハ天下
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△故ハ上文ヲ受テ云フ。百官トハ書ノ大禹謨ニ百官ヲ率ル 云ヘ 百 数 多キヲ云フ。百 其 品々ヲ撰教シテ分チ定メザレバ、各銘々我々ノ其ノ職役ヲ知ラズ。故ニ朝庭混雑シテ正シカラズ、紛乱シテ天 ノ人向フ所 失ス。朝庭此ノ如キナレバ則チ君臣ノ礼義相ヒ乱 。君臣ノ礼義乱レバ則チ朝庭■炭ニ落ツ。朝庭トハ凡ソ上禁庭ノ政務ノ究ムル処ヲ云ヘリ。朝ハ潮ナリ。衆臣 群衆スルコト潮ノ干満（ノ時 有リテ違ハ ニ比ス。庭 政道ノ因リテ出ル場ナリ。然レドモ凡ソ政務 出ル処、皆ナ此 心
ヲ受ル義ナリ。是レ建官ノ本ヅキ起コル所、天地自然ノ
国文学研究資料館特別コレクション山鹿文庫蔵『武教本論鵜飼註 上中』―解題と翻刻（中嶋・島田） 






























△凡ソハ語ヲ更ムル言ナリ。 △北畠准后親房ノ職原鈔ヲ案ニ曰ク、 大政太臣一人、 一人ニ師範トシテ四海ニ儀刑ス。其ノ人無クンバ則チ闕ク、云云 頭書ニ曰ク、唐書ニ曰ク
、三師一人ニ師範トシテ四海ニ儀刑ス、云云。猶ホ天子
ノ師範トナルヲ曰フガゴト 四海ノ儀刑トナルナリ 師範、儀刑ハ皆ナ人ノ法則トナ 謂フナリ。言フココロハ大政大臣ハ天下ノ棟梁ニシテ治否皆 此ノ人ニ帰 。故ニ有徳ノ君子ヲ撰ンデ之 ニ任ズ。若シ此ノ如キノ 無ケレバ則チ此ノ官ヲ闕クナリト云ヘリ。一人トハ天子ヲ指ス。書ノ湯誓ニ、爾尚クバ予 一人ヲ輔ケヨト云ヘル、是
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△世殊ニ時澆ニシテ、人才得難クシテ、或ハ其ノ任ヲ異ニストハ、世殊ニハ世々相隔リカ■ルナリ。時澆トハ、時代澆季ニシテ人才自然ト乏シク其ノ人ノ得難キ所ノ謂ヒニシテ、或 其ノ職任ヲ文官武官ト別ニ為ス。往古ハ一人ニシテ文武ヲ兼備シテ偏廃ナシ。故ニ異邦ニ ハ三公ナル者ハ、皆ナ則闕ノ官ナリ、師伝保ハ是レナリ 書ニ曰ク、大師、大伝、大保ヲ立テ、茲ニ惟レ三公ハ道ヲ論ジ 邦ヲ経メ、陰陽ヲ変理シ 官必ズ備ヘズ、惟レ其ノ人ヲス是レ本朝ノ太政大臣、左右大臣ナリ。皆ナ諸官ヲ棟梁シ 帝道ヲ塩梅スル者ナリ。文武ノ人才、相将ノ兼任ナリ。吾
 
細戈智〈ママ〉足国、往昔文武ノ兼才、敢テ乏シカラズ、天孫降臨ノ時、天児屋根命、天太玉命、天照大神ノ







































正応 定実（公）、永仁 通頼公、嘉元ニ実家公、各ノ之レニ任ズ。後醍醐帝 定房公 之レ 任ズ。后 内太臣トナル。又タ摂政関白ハ大 之レヲ兼ネ、或ハ ノ職ヲ
去リテ之レヲ帯ス。東三條兼家公之レニ居レリ 。此ノ
職ハ異邦ニ於テハ唐堯ノ時 舜摂政ス。殷湯ノ時、伊尹阿衡ス。周 成王幼キ 以 、周公旦摂政 。漢 昭帝ノ
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△智ハ識ナリ、智謀ナリ。相将智謀無クン ア ベ ズ。第一善ク謀ル リ。第二 材知ナリ 三 己レヲテ彼ヲ知ルナリ、第四ニ天文地利ヲ知ル 、第五ニ古往今來 知ル 、第六 黒 白キ 弁明スルナリ。△善
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之レヲ用フルト云フ、是レ 木ノ用フベキヲ材ト云フ。人ノ才有ヲ通ジテ材ト云フナリ。」（二一オ）△己彼ヲ知リトハ、○孫子 曰ク、彼ヲ知リ己ヲ知レバ百戦危フカラズ 彼ヲ知ラズシ 己ヲ知ラバ一ツ勝チテ ツ負ケ、 ラズ己ヲ知ラザレバ戦フ毎ニ必ズ敗 △天地 知ルトハ、○孫子ニ曰ク、彼ヲ知リ己ヲ知レバ勝乃チ殆フカラズ、天 知リ地ヲ知ラバ勝乃チ全クスベシ 全トハ○先生 天地ヲ知ル者ハ兵法ノ全体 通ズ 故ニ全勝アリ。全テ勝ツトハ少シモ闕ク コトアラザル △古今ニ通ジ ハ 上篇ニ云フガ如 。△黒白ヲ弁ルナリトハ、李斯伝ニ曰ク、今ノ皇帝天下ヲ并セ有 テ、黒白 別ケテ一 定ム。又タ韓非飾邪ニ目 明ラカナザレバ黒白ノ分ヲ決スルコト能ハ 。 黒白ハクロキシロキナリ。 北南ノ正シキ色ニシテ大本ハ陰陽ナリ 昼夜ナ 。将ノ才知ニ於テ黒白 明弁トスルモノ 能ク察セ ベカ
ラザルナリ。○先生曰ク、聖賢ハ知ルコトノ至ルナリ、
愚不肖ハ知ノ習ヘルナリ 知ノ至ルハ物 格スニ在リ。天蒸民ヲ生ジ 物 則有リ 能ク其ノ物ニ至ル 尽クサザルコト無ケレバ則チ其 知ルニ至リ 通ゼザルコト無シ 尽クサザルコト無ク、通ゼザルコト無キ者ハ聖ナリ。
国文学研究資料館特別コレクション山鹿文庫蔵『武教本論鵜飼註 上中』―解題と翻刻（中嶋・島田） 







△是レハ勇ノ釈ナリ。第一力行ナリ。力行ハツ メ行フ 、是レ則チ勇ノ全体ナリ。第二果敢ナリ。果敢ハ物ニニベナク方正ニ決断スルナリ。第三動カズ屈セズトハ事ニ触レ物ニ応ズルニ変動セズ、屈究屈伏セザルナリ。第四厳荘トハ威儀厳荘 シテ山ノ峙ツガ如シ。第五篤淳トハ万 軽薄 ラズ、篤ク信ニシテ淳ク行フナリ。△中庸ニ曰ク、力行ハ仁ニ近シ。字書ニ力ヲ用ヒテ勉彊スルヲ ト曰
フ。凡ソ勇ハ力テ行ヒ自ラ励ミ強ヒテ行ヒ事々省察シテ
息マズ 中道 シテ廃セズ。行クベキ処ニ是非 キ、成ルベキ所ヲ是非成ス、是レ力行ナリ。」（二一ウ）勇ニアラザレバ成ラズ、為サザレバ勇ナラズ、勇ハ則チ 、力行ハ則チ勇ニシテ、別 アラザルナリ。△果敢ハ事物ノ決断アルヲ云フナリ。物 向カヒテ回サズ、猶予孤疑無ク 、断割裁制 臨ミ 変ニ応ジ遅疑セザル義ノ有ル侭ニ行フナリ。△動カズ屈 トハ、中庸ニ君子動カズ 敬ス 。事ニ当 テ動揺セ 、能ク静カニシテ常ニ変ゼズ、常ニ死ヲ見ルニ生クルガ如クス。白刃モ克ク踏スベ ハ動カザ ナリ。所謂ル本智虚空蔵ハ 体ナリ。屈セザルハ物 応ジテ屈究退屈ナキナリ 之レ 与
フルニ難ヲ以テシテ、以テ其ノ勇ヲ観ル、本心物ニ屈ス
ルノ性無ケレバ則チ釜湯沸々トシ刀鋸前 在レドモ屈伏セ 克 久シキニ堪ヘ永ニ労セズ、終日乾々通宵自若トシテ敢ヘテ怠ラザルヲ云フナリ。○孟子ノ曰ク、 武
スルコト能ハズト云ヘリ。△厳荘ハ二字トモヲゴソカナ
リ。○孫武子厳ヲ以テ将徳 一トナ 。厳荘ニシテ威儀無ケレバ則チ人ニ侮ラル。容貌ヲ慎ミ言語ヲ正 、皆 厳正ヲ以テセザレバ、和ニ流レ礼ヲ失シテ中道ノ節亡却ス。論語ニ曰ク、之レ 臨ムニ荘ヲ以テス 敬アリ。△篤淳ハ篤厚淳直ニシ 、事篤カラザ ハ軽薄ニ テ、信ヲ失ヒ物直サズ邪曲ニシテ義無シ、節操以テ紊 ルコト
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